
2020休眠預金 PO研修用資料
〜地域を一番知っている（理解している）中間支援になりたい〜

2020/11/17

公益財団法人 長野県みらい基金



法人紹介

2014



法人紹介

寄付サイト長野県みらいベース

2020年12月現在 累計寄付総額 ¥101,018,159円-
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助成事業受託 2019年 日本財団 海と日本プロジェクト
第三の居場所

休眠預金 資金分配団体
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2019休眠預金

申請事業名:
支援と地域資源連携事業で「困難を有するこども若者その家庭の課題 を地域ぐるみで解決する事業」

小海町 生きづらさのある市民の居場所づくり

茅野市 働きづらさ解消に向けた支援事業
（Diverse Working）

伊那市 子どもの居場所とネットワーク推進事業
飯田市 人形たちとつくるコミュニティスポット
－誰もがわいわい集まって人形劇をつくることを支援する－

安曇野市 地域巻き込み型共生社会の実現！

長野市 ICT学習支援官民協働事業

長野市 食の循環システム構築事業
経済的困窮を食の循環で支援するためのプラットフォーム

https://youtu.be/F-VWrBooua8
https://youtu.be/F-VWrBooua8


2019休眠預金

南佐久地域の要、
小海町の協力

顔の見える関係

行政だよりにしてい
る傾向

学生 障害者
高齢者 住民
多様な対象

医療従事者 教員
保健師 障害者支援

行政マン
多様な主体

事業の絞り込みとゴールのイメージ共有住民、主体以外の巻き込み力

伴走支援の視点

南佐久地域
小海町、南相木村、北
相木村、信濃川上村、

南牧村

八ヶ岳東山麓、ほとん
どが中山間地、高原野

菜、小海線

ぷれジョブ
障害者を地域で支える
子ども若者支援

官民協働
コレクティブインパク

駅舎内居場所
病院 行政 住民
障害者施設

高校生は小海駅利用
南佐久地域循環バス
小海駅隣に障害者施設

事業遂行のポイント

コレクティブインパクトに
おけるゴールの共有



2019休眠預金

地元茅野市の
協力要請

就労B等既存事業と

の棲み分けと相乗
効果

販路の確保
返済計画

信金のクラウドファ
ンディングと連携し

た寄付募集

地域ステークホルダーへの広報、連携対象者へのアプローチ伴走支援の視点

就労支援前段階
就労Bでは対象になら

ない
引きこもり

遺贈された土地建物
農地は登記移転が難しく

借地として申請
居場所・相談事業

並走
農福連携

助成の倍以上の事業

地元信金の融資
＋

クラウドファンディング

事業遂行のポイント



2019休眠預金

上伊那地域の
ネットワークあり

引きこもり支援経験値
通信高校運営 市の新しい施設の利用 子ども食堂の地域拡大

伊那市以外の
行政との連携

引きこもり経験者の
新規の支援コンテ

ンツの定着

助成終了後の継続
巻き込み力が強い分
インパクトへの

フォーカスがブレる

要所要所での道筋方向の確認
市町村 教育事務所 福祉事務所等関係機関への働きかけ

伴走支援の視点

事業遂行のポイント

申請団体名 申請事業名 本拠地

（特非）子ども・若者サポートはみんぐ 子どもの居場所とネットワーク推進事業 伊那市

子ども食堂(信州子どもカフェ)の立ち上げ支援・相談窓口を設置するとともに、子ども・若者の成長を支える地域力を強化し多様な学
びの選択肢を提供できる体制やシステムをつくる。

①不登校児童生徒の学校外の居場所づくり

②ニュースレター発行・HP作成しネットワークを構築する

③子ども・若者の自立支援者の支援 研修、支援者養成講座の開催

④はぐくみ食堂（信州子どもカフェ）の推進

※優先すべき社会の諸課題：①②④⑥⑦

地域のコロナ緊急助成団体
と連携が生まれる

最終インパクトの明確化
（連携間同士）



2019休眠預金

地域資源の
違う切り口の活用

地域の子ども若者
支援団体との連携

ターゲット年齢の確
定（模索中）

事務能力高い

地域行政内引きこもり関係部署へのアプローチ地域のこども若者支援団体とのマッチング

伴走支援の視点

事業遂行のポイント

地域芸能を活用した
子ども若者支援

市内の人形劇関係の
協力者

子ども若者支援の
経験値なし 行政との関係性あり

他団体との連携



2019休眠預金

農福連携
わさび 生薬

遊休農地の活用
観光資源づくり

障害者 引きこもり
支援の経験あり
行政関係性あり

力・魅力あるリーダー
多彩な活動

わさび業者 生薬
問屋との関係性

構築

既存事業との連携
と区分

事務能力弱
どのようにお金に変
えていくのか→経営

指向がブレる？
スタッフがついてい

けない？

スタッフ間の意識共有を図るコロナ禍での事業の遅れ、業種の変化に対応するには 事務力支援

伴走支援の視点

事業遂行のポイント

2021年度投資について
薬膳料理店薬草茶連携？



2019休眠預金

引きこもり等支援の経験値少なさを専門団体へマッチングかコロナ禍でオンライン活動へシフト

伴走支援の視点

地域多機関連携
商店街 戦略機構

ICT活用学習支援経験
対象へのアプローチ力は

助成終了後の戦略

地域ステークホルダー
インパクト見える化

地元有力者との連携
リーダーシップは？

地域づくりへの
アプローチ

教育委員会がメン
バー

Webへのインパクト
表出に偏ってない

か？

情報発信力を他団体へ

事業遂行のポイント

対象者にどうつな
げるか



2019休眠預金

企業のフードロス意識
広報宣伝の両立

提供食品のトレーサビリ
ティ確立による
信頼性とリピート

食品の提供と利用
地のマッチングと

見える化

提供・利用双方向の情
報共有プラットフォー

ム構築

企業イメージと産廃費
用の両立

単なる食品分配で
ないフードバンク

活動

出し手受け手双方
の使いやすいシス

テム

企業、市民が納得で
きる仕組みが作れる

か

企業・行政・地域支援団体のシームレスな連携を生むシステムオール信州の検討会議メンバー

伴走支援の視点

事業遂行のポイント

成果、インパクトの確認、
再設定



2019休眠預金 現場POからのコメント

事業実施時と進行中の
状況変化、新しい局面で

伴走支援の中身は変化する

実行団体の事業は空んじて言え
るように

困った時こそ相談できるよう
雰囲気、関係づくり

アタリマエのことを言っても

上から目線 指導されている感
を相手は持つ

一緒に考え、一緒に悩み、
一緒に喜ぶ

出来ないことは、出来ないから
誰か探してくる、と言う・

目標がぶれないように一緒に歩む

相手にわかりやすく明確に
伝えられる

連携、協力、コミュニケーションを
とれるように

団体の強みと弱みを把握して対応
できる

会話の主語は常に実行団体
JANPIA 自団体は主語で使わない
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